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今月のテーマ

新
生
徒
会
発
足

　

６
月
25
日
（
木
）
に
「
生
徒
会
役

員
改
選
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
の
各
ク
ラ
ス
か
ら
推

薦
さ
れ
、
立
候
補
し
た
会
長
候
補
３

名
、
副
会
長
候
補
９
名
が
壇
上
に
立

ち
、
全
校
生
徒
の
前
で
自
分
の
考
え

る
垂
高
像
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
候
補
の
３
名
の
２
年
生

は
、
や
は
り
上
級
生
ら
し
く
、
自
分

の
理
想
と
す
る
「
地
域
の
誇
り
と
し

て
地
域
住
民
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

学
校
像
」
を
語
り
、「
私
た
ち
自
身

も
自
覚
し
て
変
わ
ら
な
く
て
は
い
け

な
い
」
と
い
う
意
見
を
は
っ
き
り
と

語
り
、
皆
に
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

同
日
行
わ
れ
た
全
校
生
徒
に
よ
る

投
票
の
結
果
、
生
徒
会
長
に
田
中
君

（
２
年
普
通
科
）、
副
生
徒
会
長
に
関

君
（
２
年
普
通
科
）
と
西
尾
さ
ん
（
２

年
普
通
科
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
生
徒
会
長
と
な
っ
た
田
中
君

は
、「
先
輩
た
ち
の
つ
く
っ
た
伝
統

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
よ
り
良
く
変
え

て
い
き
た
い
」
と
決
意
に
燃
え
て
い

ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

　

６
月
19
日
（
金
）、「
普
段
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
父
親
の
た
め
に
、
真

心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
お
菓
子
を

贈
ろ
う
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
校
家
庭
ク
ラ

ブ
の
「
父
の
日
感
謝
行
事
」
で
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
参

加
し
た
の
は
女
子
だ
け
で
は
な
く
、

男
子
の
姿
も
チ
ラ
ホ
ラ
。
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
を
作
る
姿

は
ほ
ほ
笑
ま
し
く
も
あ
り
、
頼
も
し

く
も
あ
り
ま
し
た
。

　

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
の
女
子
の
作
っ

た
ケ
ー
キ
は
学
校
職
員
に
も
配
ら

れ
、
あ
る
男
性
教
諭
は
「
ま
だ
、
父

親
で
は
な
い
し
、
予
定
も
な
い
が
」

と
、
若
干
戸
惑
い
な
が
ら
も
笑
顔
で

受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。

地
元
中
高
の
連
携
を

　

６
月
19
日
（
金
）
本
校
会
議
室
に

て
中
高
連
絡
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
現
在
１
年
生
に
在
籍
し
て

い
る
生
徒
の
出
身
中
学
校
の
先
生
方

に
、
垂
水
高
校
の
現
状
や
生
徒
の
様

子
を
報
告
し
た
り
、
意
見
交
換
を
し

た
り
す
る
目
的
で
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
地
元
中
学
校
を
は
じ

め
、
鹿
屋
な
ど
の
市
外
の
中
学
校
か

ら
も
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
授
業
見
学
。
パ
ソ
コ
ン
室

で
の
「
情
報
」
の
授
業
、
生
活
デ
ザ

イ
ン
科
の
生
徒
た
ち
が
来
る
べ
き
夏

に
そ
な
え
て
手
作
り
す
る
「
甚
平
」

の
「
被
服
製
作
」
な
ど
の
見
学
の

後
、
校
庭
の
花
壇
の
「
垂
水
コ
ー
ン
」

に
も
興
味
深
い
視
線
が
注
が
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
本
校
の
進
路
指
導
、
生

徒
指
導
等
の
概
況
説
明
、
中
学
校
側

か
ら
の
質
問
。
本
校
の
進
路
決
定
状

況
や
コ
ー
ス
制
、
生
徒
た
ち
の
携
帯

電
話
利
用
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
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